
身近な地衣類図鑑

日あたりのよいところ

のコンクリートで よく
みかけるよ！黒い子器
（しき）がめだつよ！

メダルのように丸くな
ることが多く、表面に
はこなのかたまりがた
くさんついているよ。

ふちがなみなみしてい
て、フリルのついた服
みたい！

マッチぼうみたい。赤

いところは「モンロー
リップ」ともよばれる
よ！

けい光ペンのような色
をしているよ。きめこ
まかなつぶでできてい
るよ。

「くちなわ」は古い言

葉でヘビのことだよ。
黒い部分がヘビにみえ
たのかな？

まちなかのコンクリー

トがオレンジ色にみえ
たら､このなかまかも！
"しみ”じゃないよ！

「ウメノキ･･」ですが、
サクラやおはかの石な
どにもついてるよ。

「ジョウゴ」＝「ろう

と」。 ろうとにそっく
り！地面以外にもいろ
んなすき間に生えるよ。

「ヘリ」＝「ふち」。
黒くふちどられている
のでヘリトリゴケ。

黒い部分が文字に見え
るのでモジゴケ。ホン
トに文字があったりし
て?!

コウロコダイダイゴケと同
じところに見つかることが
多いよ。全体に白っぽく、
また“ツブ”はどらやきの
ような色だよ！

ヨーロッパでは、この

地衣類で黄色いろうそ
くを作っていたので、
ロウソクゴケとよばれ
るよ。

表面に白い点（はくて

ん）と、こなのような
ものがあればハクテン
ゴケ。

コフキメダルチイによ

く似ているけれど、よ
りでこぼこが目立つよ。
ウラは白いんだよ。

コップの茶しぶのよう
な色をしているよ。い
ろいろな色があるよ！

いぼいぼしているね。
とりはだが立ったよう
にもみえるね。

はんぶん日かげの木や岩の
上にいるよ。水色やうす緑
色のペンキがついたような
木をみかけたら、レプラゴ
ケのなかまかもしれないよ。

ヘリトリゴケ

ロウソクゴケ

モジゴケのなかま
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ナメラクロムカデゴケ クチナワゴケナミガタウメノキゴケ コアカミゴケ

コウロコダイダイゴケ ウメノキゴケ ヒメジョウゴゴケ

シロムカデゴケハクテンゴケ

み ぢ か ち い る い ず か ん

コガネゴケ

ツブダイダイゴケ

チャシブゴケのなかま トリハダゴケのなかま

コフキメダルチイ

レプラゴケのなかま

いろいろなところでみかけるよ！みつけてね！
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ただの「しみ」かと
おも

思ったら…
コウロコ

ダイダイゴケ

そう るい えい よう

地衣類は、からだのなかにすまわせた藻類から栄養を
あん てい す

もらい、じぶんは藻類に安定した住みかをあたえると
い かた え とく しゅ きん るい なか ま

いう生き方を選んだ特殊な菌類(かび、きのこの仲間)です。

←地衣類の
からだのイメージ

ぜん たい

全体がひとつの地衣類
きん そう がったい

地衣類は、菌と藻がまるで合体して
ひとつのからだをつくっているかのよう

きん そう きょうせいたい

な生きもの(菌と藻の共生体)です

み ぢか い

身近な生きもの

な つ おお しょくぶつ

※〇〇ゴケと名の付くものが多いですが、コケ植物ではありません！

みち

道ばたのコンクリート

き

木についているのは葉っぱ？ペンキ？
いえいえ、これが地衣類です
ナミガタウメノキゴケやロウソクゴケなど
（ずかんをみてね）

ち い るい

地 衣 類

地衣類のからだのかたち

ようじょう は

葉状地衣類(葉っぱみたい)

こ ちゃく

固着地衣類(シールみたい)
じゅ し じょう えだ

樹枝状地衣類(枝みたい)



地衣類のからだのつくり

コンクリートや樹皮の「模様」や「しみ」
にみえる部分は、地衣類であることが多い

からだのなかに住まわせた藻類から栄養をもらい、

自らは藻類に安定した住みかを提供する、「共生」と

いう生き方を選んだ 特殊な菌類（かび、きのこの仲間）

地衣類は、菌と藻がまるで合体してひとつのからだをつくっている
かのような生きもの(菌と藻の共生体)といえる

地衣類とは？

ナメラクロムカデゴケ 黄色い部分(断面)

藻類

菌類
(本体)

※〇〇ゴケと名の付くものが多いが、コケ植物ではない

コウロコダイダイゴケ

ナミガタウメノキゴケやロウソクゴケなど
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